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宗
教
団
体
の
多
く
が
教
育
や
平
和
、
災

：公益財団法人庭野平和財団

　

第４回「宗教団体の社会貢献活動

　

に関する調査」を基に作成

「知らない」６割超す

　

庭
野
平
和
財
団
は
、
第
４
回
三
ホ教
団
体
の
社
会
貢

献
活
動
に
関
す
る
調
査
」
を
９
年
ぶ
り
に
行
い
、
宗
教

団
体
に
対
す
る
認
知
度
や
評
価
、
期
待
度
を
調
べ
た
。

宗
教
団
体
の
多
く
が
教
育
や
平
和
、
災
害
支
援
な
ど
の

分
野
で
宗
教
活
動
と
別
の
「社
会
貢
献
活
動
」
を
し
て

い
る
が
、
社
会
で
の
認
知
度
は
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
一方
で
災
害
や
子
育
て
な
ど
、
生
活
に
直

結
す
る
分
野
で
は
相
対
的
に
高
か
っ
た
。
（磯
部
五
月
）
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庭
野
浩
士
理
事
長
と
調
査

を
監
修
し
た
寺
田
喜
朗
・大

正
大
文
学
部
教
授
、
丹
羽
宣

子
・立
教
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

福
祉
学
部
助
教
が
９
月
２６
日

に
京
都
市
内
で
記
者
発
表
を

行
っ
た
。
今
回
の
調
査
は
一

般
社
団
法
人
「中
央
調
査

社
」
に
委
託
。
対
象
は
全
国

の
２０
歳
以
上
の
男
女
４
千
人

で
「層
化
３
段
抽
出
法
」
を

用
い
た
。
有
効
回
答
数
は
１

１
８
４
人

（２９
・
６
％
）。

第
１
回
は
２
０
０
８
年
で
、

回
答
者
の
割
合
は
若
い
年
代

が
減
少
す
る
一方
、
今
回
は

７０
歳
以
上
が
３
３
０
人
と
全

体
の
３
割
を
超
え
た
。

宗
教
者
・宗
教
団
体
の
社

会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
の
認

知
度
は
「知
ら
な
い
」
が
６２

・
６
％
で
・十三前
回
の
１６
年
か

　　　　　　　　　

　　

一望壁豊麗髪桑鯖雲基
輔轟瞬 艇 騨 欝鯵ギミドー

メ ー

　　

・か「 つ宗 っ 、１６デ舌へ加

ら
８
・
８
斧
増
加
。
活
動
の

評
価
は
「た
い
へ
ん
立
派
な

活
動
で
も
っ
と
活
発
に
行
っ

て
ほ
し
い
」
が
１６
年
は
器
・

９
％
だ
っ
た
が
、
今
回
は
１５

・
６
％
に
下
が
っ
た
。
災
害

時
に
宗
教
者
・宗
教
団
体
が

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
「ひ
と
つ
も

知
ら
な
い
・
わ
か
ら
な
い
」

が
前
回
よ
り
１４
・
２
揮
増
加

調査結果について説明する （右から）
庭野理事長、寺田教授、 丹羽助教
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し
６８
・
７
％
と
認
知
度
の
低

下
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

寺
田
教
授
は
「宗
教
は
平

時
に
は
報
道
さ
れ
な
い
が
事

件
が
あ
っ
た
と
き
の
み
注
目

が
集
ま
る
」
と
前
置
き
し
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
で
の
惨

状
な
ど
現
在
進
行
形
の
戦
争

に
宗
教
が
無
関
係
で
は
な
い

こ
と
や
、
旧
統
一教
会
に
関

す
る
報
道
も
宗
教
の
捉
え
方

　　
　
　
　　

　　

　

　　

　　

　

ゞ

　

か
教

　　

－

　

右
助

　

一

（

羽

　

鴬

　

る
丹

　　
　

　

　

　

　

　

　

　　

　
　
　

に
影
響
し
て
い
る
と
し
た
。

庭
野
理
事
長
は
「内
部
か

ら
は
『人
に
認
め
て
も
ら
い

た
く
て
社
会
貢
献
活
動
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
』
と

の
声
も
あ
り
、
活
動
の
周
知

は
難
し
い
」
と
話
し
た
。

今
回
新
設
し
た
「知
っ
て

い
る
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献

活
動
」
に
対
す
る
回
答
の
設

問
「在
留
外
国
人
の
生
活
支

援
や
交
流
活
動
」
は
５
・
１

％
と
低
く
、
現
代
人
が
他
者

に
ま
で
目
が
向
い
て
い
な
い

傾
向
が
う
か
が
え
る
。

丹
羽
助
教
は
教
育
、
福

祉
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
分
野
で
直
接
の
受

益
者
で
あ
る
３０
代
の
期
待
度

が
高
か
っ
た
と
説
明
し
た
。

回
答
の
地
域
間
の
差
や
世

代
間
の
差
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
分
析
が
必
要
に
な
る
。
調

査
の
詳
細
は
年
度
内
に
発
表

す
る
予
定
だ
。

大
阪
市
此
花
区
夢
洲
で
開

催
中
の
大
阪
・関
西
万
博
の

会
場
に
９
月
２６
日
、
「万
博

寺
」
と
題
し
た
一日
限
り
の

寺
院
が
建
立
さ
れ
た
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
超
宗
派
の
若

手
僧
侶
有
志
約
２
５
０
人
で

つ
く
る
万
博
寺
結
縁
奉
賛
会

が
企
画
し
た
「仏
教
の
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
空
間
」
で
「生
死

脈
々
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
終
日
、
仏
教
の
教
え
や
魅

力
を
伝
え
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ

万
博
に

ム
が
展
開
さ
れ
た
。

万
博
の
理
念
は
「い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」
だ
が
、
万
博
寺
の
建
立

は
い
の
ち
を
考
え
る
上
で

ヨ
死
を
ど
う
受
け
止
め
る

か
』
と
い
う
問
い
を
置
き
去

り
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

の
問
題
意
識
を
も
と
に
、
仏

教
の
立
場
か
ら
「い
の
ち
は

終
わ
る
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、

今
が
尊
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
い
と
発
願
さ
れ

仏
教
発
信

日
限
定
寺
院

た
。
生
死
脈
々
は
万
博
の
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「ミ
ャ
ク

ミ
ャ
ク
」
に
ち
な
む
。

寺
は
会
場
東
部
の
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
東
内
に
建

立
さ
れ
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
中
川
学
・浄
土
宗
西
山

禅
林
寺
派
瑞
泉
寺
住
職
が
特

別
に
制
作
し
た
仏
画
を
本
尊

に
し
た
設
え
。

午
前
１１
時
に
開
山
し
▽
テ

ク
ノ
法
要
・仏
教
音
楽
ラ
イ

ブ
▽
漫
才
説
法
ラ
イ
ブ
▽
生

前
葬
セ
レ
モ
ニ
ー
▽
雅
楽
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
▽
全
日
本
仏

教
青
年
会
に
よ
る
各
宗
派
の

儀
式
儀
礼
「命
告
り
」
▽
オ

リ
ジ
ナ
ル
御
朱
印
の
配
布
▽

オ
リ
ジ
ナ
ル
腕
輪
念
珠
づ
く

り
体
験
▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ

ン
プ
コ
ー
ナ
ー
１
１
な
ど
が

午
後
８
時
頃
ま
で
行
わ
れ
、

奉
賛
会
に
よ
る
と
御
朱
印
６

ｏ
ｏ
枚
以
上
、
千
人
以
上
に

ス
タ
ン
プ
が
配
布
・押
印
さ

れ
、
延
べ
約
３
千
人
が
参
拝

超宗派有志ら

し
た
。参拝者
（来揚者）約３０一触郭嬬繊細製靴靴服部
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自
然
に
引
か
れ
て
足
を
止
め

た
人
だ
っ
た
が
、
菩
提
寺
の

紹
介
で
訪
れ
た
人
や
新
聞
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
で
関
心
を
持

っ
た
人
も
見
ら
れ
た
。

テ
ク
ノ
法
要
や
漫
才
説
法

な
ど
仏
教
に
対
す
る
従
来
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
趣
向

に
驚
く
一方
、
お
お
む
ね
好

意
的
な
反
応
で
「テ
ク
ノ
法

要
は
か
っ
こ
い
い
。
熱
い
も

の
を
感
じ
た
。
新
し
い
布
教

の
形
だ
」
（千
葉
市
の
４０
歳

女
性
）
「最
初
は
耳
慣
れ
な

い
音
楽
と
思
っ
た
が
、
（歌

詞
の
）
お
経
は
と
こ
ろ
ど
こ

各
宗
派
の
僧
侶
が
参
加

　

＝

し
営
ま
れ
た
「超
宗
派
ー

万
博
寺
法
要
」

る
知
っ
て
い
る
の
で
一緒
に

口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
て
最

後
は
あ
り
が
た
く
思
っ
た
」

（大
分
県
玖
珠
町
の
７３
歳
の

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
女
性
門

徒
）
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

た
。義
理
の
お
い
が
僧
侶
だ
と

い
う
大
阪
市
住
吉
区
の
一般

男
性
（６７
）は
「寺
離
れ
が
進

む
中
、
特
に
若
手
僧
侶
が
様

々
な
新
し
い
取
り
組
み
を
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

期
待
し
た
。

．
感
慨
深
く
感
想
を
語
る
人

が
多
い
印
象
が
あ
っ
た
の
が

生
前
葬
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
大

阪
市
生
野
区
の
融
通
念
仏
宗

の
檀
家
女
性
（４９
）は
「こ
れ

ま
で
死
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
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寺社の土地活用
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

気
持
ち
の
整
理
が
つ
い
て
よ

か
っ
た
」
と
し
、
大
阪
府
高

槻
市
の
一般
女
性
（７８
）は

「い
ろ
ん
な
人
と
の
別
れ
が

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
。
私

は
喪
主
を
務
め
た
こ
と
が
あ

り
、
生
前
葬
に
も
興
味
が
あ

っ
た
。
私
自
身
は
死
ん
だ
後

の
お
葬
式
で
よ
い
が
、
何
ら

か
の
お
別
れ
の
儀
式
は
絶
対

に
必
要
」
と
強
調
し
た
。

堺
市
北
区
の
女
性
（６０
）は

「た
ま
た
ま
通
り
が
か
っ
た

が
、
生
前
葬
の
施
主
の
方
が

語
る
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
「」

苦
労
や
生
前
に
戒
名
を
も
ら

う
意
味
を
聞
い
て
な
る
ほ
ど

と
思
っ
た
。
死
を
考
え
る
こ

と
で
『生
き
て
い
る
』
こ
と

を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
。
日
本

の
国
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
日
本
も
ま
だ
ま

だ
捨
て
た
も
ん
じ
や
な
い
。

日
本
に
は
も
と
も
と
持
っ
て

い
る
力
が
あ
る
の
だ
と
思

う
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
「ミ
ヤ
ク
ミ
ヤ

ク
御
朱
印
帳
」
が
大
ヒ
ッ
ト

し
た
早
和
製
本
（京
都
市
南

区
）
御
朱
印
帳
担
当
取
締
役

の
津
岡
正
男
氏
（６０
）は
「オ

リ
ジ
ナ
ル
御
朱
印
を
求
め
に

き
た
方
の
中
に
は
ミ
ャ
ク
ミ

ヤ
ク
御
朱
印
帳
を
お
持
ち
の

方
も
少
な
く
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
つ
な
が
り
を
実
感
し

た
。
感
謝
し
た
い
」
と
喜
ん

だ
。

　　

（２
面
に
つ
づ
く
）


